
 

 

 

 

 
 
 
９月下旬とは言え、暑さ指数（WBGT）を参考にして、体育科の授業や外遊びの時間を調整する

日々が続いています。各教科の学習に合わせて運動会の練習が本格化する中、子どもたちが夏バテ
せずに元気に過ごせるように、保護者の皆様には、引き継ぎ健康管理へのご留意をいただきますよう、
よろしくお願いします。 
 

 
 
 

 
 
９/１０地震後に火災が起こった想定の訓練を実施しました。１回目よりも、グラウンドに素早く冷静
に避難することができました。今回は、消防署の方々にもお越しいただいたので、愛里保育園の園児
たちもそろった後には、職員によ
る消火訓練を行い、消防隊員の
方から避難の際の注意点等を伺
いました。子どもたちには、「おは
しも」（押さない、走らない、喋ら
ない、戻らない）に加えて、『て＝
低学年を優先』を伝えています。
愛里保育園との合同訓練は、子
どもたちが異なる年齢層の中で
協力し合う良い機会にもなりました。 
地震は、いつどこで起こるかわかりません。いざという時のためには、日頃の備えが大切ですので、

１０月２０日（日）に実施される“豊郷町防災訓練”への参加の呼びかけもしました。 
 
 

 
 

 
 

 

 

 

 
 
 
 
猛暑続きの予報でしたので、前日９/１０に上田様が機械で周りの稲刈りをしてくださいました。当

日も、熱中症対策として、予定時間を短縮して稲刈りを行いました。積み重ねた経験が活かされ、学
年が上がるにつれてより手早く稲刈りが進めました。多くの方々のご協力のおかげで、無事に稲刈り
を終えることができました。ありがとうございました。 

春には２～３本だった苗が、手で握れないほどに増え、稲
穂をつけていることに子どもたちは
驚きと喜びを感じていました。  
稲刈りの翌週には、上田様が収
穫できた７袋以上のお米を持って
きてくださいました。 
全校が給食で美味しくいただい
たり、高学年の調理実習に活用し
たりします。また、お世話になっている方々や出羽海部屋への
お礼としてお渡しさせていただきます。 
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愛里保育園との 
合同避難訓練 

前日 

稲刈りにお越しくださった地域や保護者の方々 



 

  性教育は、子どもたちが自分の体や心の変化を理解し、性に関する正しい知識を身につけ、『自己

肯定感』を高めることを目指しています。さらに、友だちの体や心を尊重する態度を育み、良好な人間

関係を築く力を養うことも重要な目的です。 

そこで、お家でも話題にして親子間のコミュニケーションを深めていただけるように、各学年の発達

段階に合わせた性教育の学習を公開しています。お子さんの学習の様子だけでなく、他学年の授業

内容に興味をもって教室をのぞいてくださった保護者の方がおられたことも嬉しく思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
■【おへその教室】 ６年生のゲストティーチャー 髙野真由先生より■ 

“みんながもっともっと幸せになります

ように”の願いがこめられた授業でした。 

子どもたちの表情や反応を見て、呟き

にもユーモアを交えて応えながら 

①プライベートゾーンではなくても、自分   

が不快だと思ったことは、「いやだ」と 

伝えてよいこと 

②その場から離れること 

③自分を守るために、信頼できる 

大人に相談することが大切 

等について教えてくださいました。 

友だち同士でも、性被害から自

分を守るためにも、大変重要な内

容を学ぶ機会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9/１３  フリー参観【いのちの学習＝性教育】 

『自己肯定感』＝自分自身を大切に思い、自分には価値があると感じること。他人と比べず、自分の良いところも悪い
ところも含めて、ありのままの自分を受け入れる感覚等と言われています。自己肯定感が高い子ども
は、困難な状況にも前向きに取り組める傾向があります。また、ストレスやプレッシャーに対しても強く
なり、精神的な健康が保たれる傾向もあります。 

 
☺ᶡ ᾙ 10000 Ṵ →  

7 8 541 Н ӭ₴ 3835 Н

図書委員会の子どもたち
による読み聞かせ 

小学生の時期に読書習慣を身につけることは、“学力向上”
や“情緒の安定”にもつながります。学校では、学級毎に、週１回
図書館で本を借りる時間を確保しています。 
９/２から、PTA 育成部事業の「親子図書」を回覧中です。親
子で読んだり、読み聞かせをしたりしていただくことは、子どもた
ちが読書に親しむための環境づくりとなります。子どもたちが読
書をしていることを褒めたり、読んだ感想を聞いたりしていただ
ければ、読書意欲も高まります。どうぞよろしくお願いします。 


